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◎国際熱帯木材機関（ITTO） 創立25周年記念シンポジウム「熱帯林の未来のために」

り
と
取
り
組
ん
で
い
く
旨
の
挨
拶
を
行

い
ま
し
た
。
続
い
て
、
皆み
な
が
わ川
芳よ
し
つ
ぐ嗣
林
野

庁
長
官
が
、「
我
が
国
の
持
続
可
能
な
森

林
経
営
に
向
け
た
取
組
み
」を
テ
ー
マ

に
、
世
界
と
日
本
の
森
林
の
現
状
、
国

際
森
林
年
に
お
け
る
我
が
国
の
取
組

み
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
森
林
・

林
業
へ
の
被
害
や
そ
の
復
旧
・
復
興
へ

の
取
組
み
、
我
が
国
の
海
外
林
業
協
力

等
に
関
す
る
発
表
を
行
い
、
我
が
国
が

今
後
と
も
国
内
外
の
持
続
可
能
な
森
林

経
営
の
達
成
に
向
け
努
力
し
て
い
く
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

元
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
参
与
で
95
歳
に
な
る
現
在

国
際
熱
帯
木
材
機
関
（
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
）
創
立

国
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熱
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Ｔ
Ｔ
Ｏ
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立
2525
周
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記
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ジ
ウ
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周
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1010
月月
2828
日日
（金）（金）
、
は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル（
横
浜
市
西
区
み
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と
み
ら
い
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お
い
て
、
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西
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熱
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催
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「
熱
帯
林
の
未
来
の
た
め
に
」と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
主
催
：

（
主
催
：
I
T
T
O

I
T
T
O
、
共
催
：
農
林
水
産
省
、
後
援
：
外
務
省
、
横
浜
市
、
協
賛
：

、
共
催
：
農
林
水
産
省
、
後
援
：
外
務
省
、
横
浜
市
、
協
賛
：

国
際
森
林
年
国
内
委
員
会
事
務
局
、
国
連
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム（

国
際
森
林
年
国
内
委
員
会
事
務
局
、
国
連
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム（
U
N
F
F

U
N
F
F
））。
））。

　

２
部
構
成
の
午
前
の
記
念
式
典
で

は
、
ゼ
メ
カ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
事
務
局
長
、
林
は
や
し

文ふ
み
こ子
横
浜
市
長
、
加か
と
う藤
敏と
し
ゆ
き幸
外
務
大
臣

政
務
官
等
の
挨
拶
に
続
き
、
Ｃ
・
Ｗ
・

ニ
コ
ル
氏
が
基
調
講
演
。
氏
が
経
営
す

る
長
野
県
の
森
林
を
紹
介
し
、
森
林
保

全
の
必
要
性
や
生
物
多
様
性
保
全
な
ど

の
森
林
が
持
つ
多
面
的
機
能
の
重
要
性

を
わ
か
り
や
す
く
訴
え
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
の
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
冒
頭
、
森も
り
も
と本
哲て
つ
お生
農
林
水
産
大
臣

政
務
官
が
、
国
際
森
林
年
で
あ
る
今
年

と
リ
オ
＋
20
が
開
催
さ
れ
る
来
年
が
熱

帯
林
に
と
っ
て
節
目
の
年
に
な
り
、
我

が
国
と
し
て
も
森
林
保
全
等
に
し
っ
か

会場の様子
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で
も
森
林
・
林
業
の
分
野
で
幅
広
く
活

動
さ
れ
て
い
る
神こ
う
た
り足
勝か
つ
ひ
ろ浩
氏
が
、
Ｉ
Ｔ

Ｔ
Ｏ
設
立
前
の
国
際
的
な
議
論
と
神
足

氏
自
身
の
熱
帯
林
へ
の
関
心
等
述
べ
ま

し
た
。
歴
代
事
務
局
長
の
フ
リ
ー
ザ
イ

ラ
ー
氏（
マ
レ
ー
シ
ア
・
初
代
）及
び
ソ

ブ
ラ
ル
氏（
ブ
ラ
ジ
ル
・
第
二
代
）の
２

氏
か
ら
、
在
任
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
の
活
動
は
、
①
気
候

変
動
及
び
生
物
多
様
性
保
全
、
②
林
産

業
及
び
③
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
３
分
野
に
精

力
を
注
い
で
い
ま
す
。
当
日
は
、
Ｉ
Ｔ

Ｔ
Ｏ
職
員
か
ら
、
気
候
変
動
の
分
野
で

は
最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ

＋
で
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
生
物
多

様
性
保
全
の
分
野
で
は
、
特
に
管
理
が

お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
な
国
境
付
近
に

お
け
る
生
物
多
様
性
保
全
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
平
和
構
築
に
も
成
果
を
あ
げ
て

い
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ゼ
メ
カ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
事
務
局

長
か
ら
、
50
周
年
に
つ
い
て
も
横
浜
市

で
お
祝
い
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
と
も

活
動
を
継
続
さ
せ
て
い
き
た
い
旨
発
言

が
さ
れ
、
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
国
際
協
力
関

係
者
、
各
国
の
大
使
館
関
係
者
、
森
林
・

林
業
関
係
者
な
ど
の
２
０
０
名
以
上
の

参
加
が
あ
り
、
熱
帯
林
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
や
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
に
対
す
る
期
待
の

高
さ
が
う
か
が
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

な
り
ま
し
た
。

　ITTO は、持続可能な熱帯林経営の推進や熱帯木材の貿易の促進等を目的に活動してお

り、熱帯林を専門分野に活動する唯一の国際機関です。また、本部を横浜市に設置し、国

連大学等とともに我が国に本部を設置する数少ない国際機関の一つです。

　世界有数の木材輸入国となっている我が国は、世界の持続可能な森林経営の達成に貢献

するため、早くから様々な国際協力を行っていますが、国際協力機構（JICA）による支援

だけでなく、ITTO のような国際機関を通じた熱帯林に関する支援も行っています。

国際熱帯木材機関（ITTO）とは・・・

ゼメカ ITTO事務局長

C.W. ニコル氏

森本農林水産大臣政務官

皆川林野庁長官 会場の様子


